
令和５年度 安来市立社日小学校 学校経営計画   

 

＜めざす教職員像＞ 

し しっかりと大切にしたいことを表現できる教職員 

や やさしさとやる気、笑顔に満ちた教職員 

に 日常の積み上げを大切にする教職員 

ち 違いを認め合い、互いに聴き合い、高め合う教職員 

＜ 学校教育目標 ＞ 

豊かな心をもち 心身ともに健やかで たくましく生きる子どもの育成 

にこにこ元気な子（体） 

 

 

 

 

 

 

○基本的な生活習慣の確立 

・委員会、縦割り班を活用した望ましい生活習慣確立のための活

動を推進する。 

・保護者・地域と連携し、望ましい生活習慣、学習習慣の定着を

図る。（メディアとのかかわり、「早寝」「早起き」「朝ごはん」） 

・生活リズムチェック週間等の取組を継続し、望ましい生活習

慣、学習習慣を意識づける。 

・「保健だより」などで健康・安全について保護者へ啓発する。 

○体力の向上 

・芝生化された校庭で、教科体育を充実させるとともに、のびの

びと遊んだり、運動に親しんだりすることを通して、児童の体

力向上を図る。 

・体育大会、小体連陸上等機会や体力テストの結果等を生かし、

児童の体力向上につながる指導を計画的に行う。 

・苦手なことにも、めあてをもって進んで取り組み、自らの成長

を感じられるよう支援を続ける。 

やさしい心をもつ子（徳） 

 

 

 

 

 

 

○人権教育の充実 

・差別や偏見に気づき、それを解決しようとする子を育てる。 

・自他を大切にし、思いやりの心をもつ子を育てる。 

○道徳教育の充実 

・全体計画をもとに、全教職員で教育活動全体を通じて行う。 

・指導と評価を一体的にとらえ、「考え、議論する道徳」に向けた授

業改善をめざす。 

○特別支援教育の充実 

・あおぞら、なかよし学級を中核に、一人一人の特性、個人差、個人 

内差を認めながら教育を進める。 

・インクルーシブ教育を推進する。（基礎的環境整備と合理的配慮） 

○ふるまい推進 

・あいさつ、場に応じた話し方、廊下歩行、履物そろえなどの「ふる

まい」を意識した態度を育てる。 

○温かい人間関係づくり 

・児童相互、児童と教職員の温かい人間関係づくりを進め、児童が安 

らげる居場所をつくる。（学級づくりを中核に、縦割り班活動、様々 

な交流活動、教育相談等を通して） 

しっかり考える子（知） 

 

 

 

 

 

 

 

〇授業改善  

・「わかる」「できる」が感じられる授業づくりを実践する。 

・しっかりタイムなど日常的な取組の継続及び ICT を活用する。 

○基礎基本的な学習内容の定着 

・「家庭学習の手引き」をもとに、家庭での学習習慣の定着を図る。 

○学校図書館の活用と読書活動の充実 

・司書教諭、学校司書と連携した学校図書館活用を取り入れた授業

を行い、思考力・判断力・表現力を育成する。 

・読書活動を活性化するための取り組みを継続する。 

○キャリア教育の推進 

・自らの役割や働くこと、夢をもつことの大切さを知り、興味・関心

の幅を広げたり、できることを実践したりすることを通して学ぶ

意欲を向上させ、自分の力で生きるための能力・態度を養う。 

○ふるさと教育の充実（地域の人材から学ぶ） 

・ねらいと学びを明確にして、ふるさと社日、ふるさと安来での学

習を計画的に実施して地域とのかかわりをより深めることで、ふ

るさとに愛着を持ち貢献しようとする心を育てる。 

チャレンジする子 〇やってみよう！ ・目標をもち、自ら考え行動しようとする力を育てる。 

・つらいことも乗り越え、たくましく生きようとする力を育てる。 

＜めざす子ども像＞  

し しっかり考える子 

や やさしい心をもつ子 

に にこにこ元気な子 

ち チャレンジする子

教育基本法  

学習指導要領 

しまね教育魅力化ビジョン         

安来市教育大綱 

＜めざす学校像＞          

学校・家庭・地域でともにつくる 明るく 楽しい学校！  

・子どもも教職員も活き活きとし地域に根ざした学校 

・保護者も地域も子ども達のことを考え関わる学校 

・興味、疑問をもつ子 

・自分の考えをもつ子 → 考えを伝える子→ 考えを活かす子 

・達成感を感じられる子 

○授業改善 →「わかる」「できる」が感じられる授業づくり 

       考える、話す、聞く場面の設定 

〇書く機会を増やす  

・友だちを気遣う子  

・やさしい言葉がけをする子 ・思いやりの心をもつ子 

・協調性のある子 ・自己有用感をもつ子 

〇雰囲気づくり → よいところ見つけ、ほめる、認める 

          肯定的な言葉がけ 

・あいさつのできる子 

・遊び方を知る子 

・メディアと上手くつきあう子 

〇児童自らの活動 → 委員会、縦割り班、あいさつ運動など 

〇小中連携したメディアとの正しいつきあい方の推進 

 


